
2023年度　　鍼灸マッサージ科Ⅰ部

基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年

1 単位 実務経験

授業形態・回数 講義

参考書
小玉正博・松井豊編　中村真通、他著『生涯発達の中のカウンセリングⅣ』（サイエ
ンス社、2014）

成績評価基準　

授業の理解度
　基本的知識の修得
　知識の習熟度と修得した知識の応用
授業毎課題（80％）・レポート（20％）

成績評価方法

学業成績の評価は、試験の成績、履修状況等を総合的に勘案 して行う。但し、授業時
間数における出席時間数の割合が別に定める水準に達しない者は、当該科目について
評価を受けることができない。

２ 成績評価の基準は次のとおりとし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格とする。
(1) Ａ：100～90点  (2) Ｂ： 89～70点  (3) Ｃ： 69～60点  (4) Ｄ： 60点未満 成
績評価の基準と算定方法

8回

　　【授業情報】

授業概要

　社会に出てからの対人関係を円滑にするコミュニケーション能力を習得することを
目標とします。言語運用能力とプレゼンテーション力を高めることにより、社会人・
医療人として求められるコミュニケーション能力を身につけましょう。

授業時間外必要な学修
講義後は、教科書、講義で配布される資料を用いて演習・復習を行うこと。演習・復
習には講義ごとに概ね60分以上必要である。

履修にあたっての留意点

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ（コミュニケーション演習）

　　【基本情報】

配当年次
担当教員

中村　真通

単位数 大学非常勤講師・公認心理師

授業の一般目標
（GIO）

本科目では、コミュニケーションをとる上での基本的な理論・方法論を学び、授業への積
極的な参加を通してコミュニケーション能力を高めていくことになります。また、鍼灸臨
床で求められる医療面接の基礎についても学びます。

　　【担当教員から】

教科書 プリント配布



学期 回数 講義形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習ビジネスコミュニケーション

アイコンタクトとボデイランゲージ・ラポール

講義内容 行動目標（SBOs）

自己紹介と抑揚

プレゼンテーションと滑舌訓練

挨拶・マナー・効果的なスピーチ

スピーチ演習

ストレスコーピングとインタビュー・あがり

　　【授業計画】2023年度　鍼灸マッサージ科Ⅰ部  総合基礎Ⅰ（コミュニケーション演習）

メディカル・コーチング



2023年度　　鍼灸マッサージ科Ⅰ部

基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年

1 単位

授業形態・回数 講義

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ(医療英語)

　　【基本情報】

配当年次
担当教員

単位数

8回

　　【授業情報】

授業概要
英語の基礎を復習しながら鍼灸マッサージの現場で役立つ英単語や表現を覚え、実践
的に使えることを目指す　　教材『鍼灸マッサージ師のための英会話ハンドブック』
（医道の日本社）や配布資料、パワーポイント、動画などを使用

授業の一般目標
（GIO）

具体的には（１）中高で学んだ学科としての英語と、今学べきコミュニケーションツール
として実際に使える英語の違いを理解（２）英語の基礎を復習できる会話演習（３）東洋
医療サービスの現場で使える会話演習（４）外国人に施術を行う際に留意することの理解

　　【担当教員から】

教科書 『鍼灸マッサージ師のための英会話ハンドブック』（医道の日本社）

参考書

成績評価基準　

授業の理解度
　基本的知識の修得
　知識の習熟度と修得した知識の応用
　学びや気付きの講義レポート提出、及び小テストにて評価を行う。

成績評価方法

学業成績の評価は、試験の成績、履修状況等を総合的に勘案 して行う。但し、授業時
間数における出席時間数の割合が別に定める水準に達しない者は、当該科目について
評価を受けることができない。
 
２ 成績評価の基準は次のとおりとし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格とする。
(1) Ａ：100～90点  (2) Ｂ： 89～70点  (3) Ｃ： 69～60点  (4) Ｄ： 60点未満 成
績評価の基準と算定方法

授業時間外必要な学修 教科書、プリント、ノートなどをもとに予習・復習・試験勉強を行うこと

履修にあたっての留意点 授業中の参加態度を重視。授業内容はシラバスに限定せず、適宜柔軟に対応する。

大饗 里香



学期 回数 講義形態

1 講義

2 演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 試験

【授業計画】2023年度　鍼灸マッサージ科Ⅰ部  総合基礎Ⅰ(医療英語)　

講義内容 行動目標（SBOs）

イントロダクション、英語の学習に関して
コミュニケーションツールとしての英語の学

び方を理解

日常英会話・英語の基礎（文法） 基礎的な英語の復習

日常英会話・英語の基礎（単語） 基礎的な英語の復習

日常英会話・英語の基礎（発音） 基礎的な英語の復習

鍼灸マッサージ師の現場で用いる英会話１
東洋医学用語

鍼灸マッサージの現場で使える英語の知識

鍼灸マッサージ師の現場で用いる英会話２
アメリカの鍼灸事情

鍼灸マッサージの現場で使える英語の知識

鍼灸マッサージ師の現場で用いる英会話３
まとめ

鍼灸マッサージの現場で使える英語の知識

試験



2023年度　　鍼灸マッサージ科Ⅰ部

基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年

2 単位 実務経験

授業形態・回数 VOD

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ（生命科学）

　　【基本情報】

配当年次
担当教員

岡崎　弘幸

単位数
高校教諭（生物）・大学非常勤講師
元NHK高校講座講師

15回

　　【授業情報】

授業概要

将来、医療道へ進むにあたり、ヒトの体を生物学的視点から見るときの基礎を学ぶ（動物
学一般の内容も含む）。その中で、特にヒトの体を構成する細胞、骨格と筋肉収縮、神経
系と行動、恒常性の維持（血液や内分泌系）、生体防御、人間生活を取り巻く環境などを
中心に学習する。

授業の一般目標
（GIO）

ヒトの体の構造やヒトの体のさまざまな生命現象に興味や関心を持ち、常に疑問を抱きな
がらその解決に向けて探究心を高める。また基本的な概念や原理・法則などを系統的に理
解し，他の授業とも関連させることができる。具体的には現代生物学の基礎となる細胞や
代謝、健康にかかわる恒常性の維持、ヒトと環境の関係にかかわる生態系などの内容を理
解し説明できる。

　　【担当教員から】

教科書 オンデマンドで配布する資料等（教科書は設定しない）

参考書 「解剖生理」（医療薬出版）、「高校生物基礎」・「生物」の教科書や生物図説

成績評価基準　
成績評価基準
毎授業の課題の評価提出を持って、最終成績とする。

成績評価方法

学業成績は、毎授業の課題における総合成績で評価する。但し、授業時間数における
出席時間数の割合が別に定める水準に達しない者は、当該科目について評価を受ける
ことができない。
 
２ 成績評価の基準は次のとおりとし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格とする。
(1) Ａ：100～90点  (2) Ｂ： 89～70点  (3) Ｃ： 69～60点  (4) Ｄ： 60点未満
成績評価の基準と算定方法

授業時間外必要な学修 講義内容は復習し、興味を持ったことは積極的に調べてください。

履修にあたっての留意点
オンデマンドは2倍速で聞くと重要事項を聞き漏らすことがあります（注意）。毎講義
後、簡単な確認試験を行います。



学期 回数 講義形態

1 VOD

2 VOD

3 VOD

4 情報の入力装置としての感覚器－視覚器と聴覚器－ VOD

5 VOD

6 VOD

7 VOD

8 VOD

9 VOD

10 VOD

11 VOD

12 VOD

13 VOD

14 VOD

15 VOD

【授業計画】2023年度 鍼灸マッサージ科Ⅰ部　総合基礎Ⅰ（生命科学）

講義内容 行動目標（SBOs）

後期

生命とは何か？　－車は生物ではないのか－
生命の特徴について理解し、生物の共通性と多様
性、ヒトの特徴が説明できる。

からだは細胞からできている－細胞のつくりとはたらき
生物の体が細胞からできていることを理解し、細胞
の構造と機能が説明できる。

からだを動かす仕組み　－骨と筋肉の基礎ー
からだを動かす仕組みとしての骨格系と筋肉を理解
し、筋肉収縮のしくみが説明できる。

光や音などの刺激を受容する眼や耳の構造と機能を理解
し、見える仕組み、聞こえる仕組みを説明できる。

情報伝達のしくみ　－神経のつくりとはたらき－
情報を伝達する神経細胞を理解し、興奮の伝導と伝
達を説明できる。

中枢神経系　　　　－脳と脊髄のはたらき－
中枢神経系の脳と脊髄について理解し、働きを説明
できる。また反射についても説明できる。

動物の行動ーヒトの行動を生物学的観点から見るー
ヒト（哺乳類）のさまざまな行動を生得的行動と習
得的行動から理解し、説明できる。

細胞は化学工場　－細胞の中で行われる反応－
酵素、ATP、細胞膜と浸透圧、細胞呼吸の仕組みを
理解し、簡単に説明できる。

消化と吸収　－胃腸と肝臓のはたらき－
哺乳類の消化管やヒトの消化管について理解し、消
化管のはたらきを説明できる。

腎臓のつくりとはたらき
浸透圧調節について理解し、腎臓の構造と機能、人
工透析などを説明できる。

ヒトの呼吸器系・循環器系
肺や心臓の構造と働き、酸素解離曲線、二酸化炭素
の運搬等について理解し、説明できる。

血糖量を一定に保つ仕組み－ホルモンと自律神経の協働－
自律神経系とホルモン（内分泌系）の協働作用を理
解し、血糖量の調節を説明できる。

生体防御システム　－血液凝固と免疫機構－
生体防御システムとして血液凝固や免疫機構を理解
し、その仕組みを説明できる。

ヒトの生殖細胞の形成と発生
生殖細胞の形成や受精卵から命が誕生する過程を理
解し、生殖細胞の形成について説明できる。

ヒトと環境　－生態系の中のヒト－
生物と環境の関係や環境問題を理解し、生態系や物
質循環、環境問題を説明できる。

　
　

 
 

 
 

　 　

　
　

　
　

　 　

　 　



基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年

1 単位 実務経験

授業形態・回数 VOD

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ（健康と運動）

　　【基本情報】

配当年次
担当教員

春日井　有輝

単位数 大学非常勤講師

8回

　　【授業情報】

授業概要

運動を行うと様々な傷害や疾病が発生することがある。その一方、疾病の治療や健康増進のた
めに運動が取り入れられることも多い。このように、運動と健康や医療には密接な関係があ
る。将来医療の専門家になる学生が運動・スポーツに関心を持ち、基礎的な知識を身につけら
れるよう授業を行う。

授業の一般目標
（GIO）

本講義では、運動と健康の関わりや運動を含めたコンディショニング、スポーツ現場にお
ける医療従事者の役割について概説し、その中で解剖学や生理学、運動学などの理解を深
めることを目指す。

　　【担当教員から】

教科書 なし（オンデマンド形式で実施）

参考書
・リファレンスブック，日本スポーツ協会
・アスレティックトレーナー専門科目テキスト1～6，日本スポーツ協会

成績評価基準　

授業の理解度
　基本的知識の修得、知識の習熟度と修得した知識の応用
成績評価基準
　毎授業の課題の評価提出を持って、最終成績とする。

成績評価方法

学業成績の評価は、各回のレポートの内容や履修状況等を総合的に勘案して行う。但
し、授業時間数におけるレポート提出回数の割合が別に定める水準に達しない者は、
当該科目について評価を受けることができない。
 
成績評価の基準は次のとおりとし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格とする。
(1) Ａ：100～90点  (2) Ｂ： 89～70点  (3) Ｃ： 69～60点  (4) Ｄ： 60点未満

授業時間外に必要な学修 授業後に復習を行うこと

履修にあたっての留意点

2023年度　　鍼灸マッサージ科Ⅰ部



学期 回数 講義形態

1 VOD

2 VOD

3 VOD

4 VOD

5 VOD

6 VOD

7 VOD

8 VOD

【授業計画】2023年度 鍼灸マッサージ科Ⅰ部　総合基礎Ⅰ（健康と運動）

講義内容 行動目標（SBOs）

アスレティックリハビリテーションの考え方を理解
する

具体的なアスレティックリハビリテーション実施の
流れを理解する

コンディショニングの考え方を理解する

具体的なコンディショニングの方法を理解する

予防医学の考え方を理解する

運動が健康増進に貢献することを理解する

救急法の重要性と実施方法を理解し、実践できるよ
うにする

外傷に対する応急処置の重要性と実施方法を理解
し、実践できるようにする

予防医学と未病

運動と健康

救急法・応急処置①

救急法・応急処置②

アスレティックリハビリテーション①

アスレティックリハビリテーション②

リカバリーとコンディショニング①

リカバリーとコンディショニング②



2023年度　　鍼灸マッサージ科Ⅰ部

基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年

2 単位

授業形態・回数 VOD

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ（ コミュニケーション心理学）

　　【基本情報】

配当年次
担当教員

単位数
津野田　聡子

15回

　　【授業情報】

授業概要
心理学の基礎的な知見を習得することで心の問題に関する科学的視点を養い、
深い人間理解を目指す。

授業の一般目標
（GIO）

コミュニケーションと、それに関わる諸問題を理解した上で、実習をまじえ
コミュニケーション・スキルの獲得、上達を目指す。

履修にあたっての留意点

課題の評価を合計して60％以上で履修とする。
、本科目の単位履修には授業の60％以上の出席が必要です。提出期限内の課題の提出
を持って出席とみなし、提出期限を過ぎた場合には欠席となります。
提出期限内での提出をしっかり行い、授業の出欠には充分注意してください。

　　【担当教員から】

教科書 必要に応じてプリントの配布、資料の提示などを行う。

参考書 参考書に関しては必要に応じて指示する。

成績評価基準　
成績評価基準
毎授業の課題の評価提出を持って、最終成績とする。

成績評価方法

学業成績は、毎授業の課題における総合成績で評価する。但し、授業時間数における
出席時間数の割合が別に定める水準に達しない者は、当該科目について評価を受ける
ことができない。
 
２ 成績評価の基準は次のとおりとし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格とする。
(1) Ａ：100～90点  (2) Ｂ： 89～70点  (3) Ｃ： 69～60点  (4) Ｄ： 60点未満
成績評価の基準と算定方法



学期 回数 講義形態

1 VOD

2 VOD

3 VOD

4 VOD

5 VOD

6 VOD

7 VOD

8 VOD

9 VOD

10 VOD

11 VOD

12 VOD

13 VOD

14 VOD

15 VOD

【授業計画】2023年度 鍼灸マッサージ科Ⅰ部　総合基礎Ⅰ（コミュニケーション心理学）

講義内容 行動目標（SBOs）

神経心理①：脳と心

神経心理②：脳損傷と心的機能

記憶①：記憶の理論と特性

記憶②：記憶の低下、日常的な記憶

臨床心理：ストレス、心理病理等

社会心理

オリエンテーション

心理学の歴史

進化と心

発達：乳幼児期の発達

発達段階説,life cycle,identity

性格と知能：理論と検査

感覚と知覚：外界をしめるメカニズム、錯視

動機づけ

学習：条件づけ

心理学という学問に対する正しい理解を
得る。

心の問題に対する論理的な思考を
身につける。



2023年度　　鍼灸マッサージ科Ⅰ部　　

基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年

1 単位 実務経験

授業形態・回数 VOD

授業概要
漢字の学習、作文の書き方、文章読解の方法などを総合的に学習する。教材はすべて
プリントを配付し、それをもって講義を行う。

授業の一般目標
（GIO）

これから、さまざまな講義を受けるための読解能力、将来、仕事に就いたときの一般教養
など、さまざまな観点から日本語について学ぶ。

『パスポート』（桐原書店）　『常用漢字アルファ』（桐原書店）
ただし、購入の必要なし。すべてプリントを配付する

成績評価基準　
授業の理解度
　基本的知識の修得
　知識の習熟度と修得した知識の応用

成績評価方法

配当年次
担当教員

吉﨑　正恒

単位数 高校教諭（国語）

8回

　　【授業情報】

学業成績の評価は、漢字の理解、作文の理解などを中心に試験の成績、履修状況等を
総合的に勘案して行う。但し、授業時間数における出席時間数の割合が別に定める水
準に達しない者は、当該科目について評価を受けることができない。
 
２ 成績評価の基準は次のとおりとし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格とする。
(1) Ａ：100～90点  (2) Ｂ： 89～70点  (3) Ｃ： 69～60点  (4) Ｄ： 60点未満

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ（実践国語）

　　【基本情報】

授業時間外必要な学修 配付したプリントの復習

履修にあたっての留意点 将来必要な日本語の知識を習得する気持ちが必要

　　【担当教員から】

教科書

参考書



学期 回数 講義形態

1 VOD

2 VOD

3 VOD

4 VOD

5 VOD

6 VOD

7 VOD

8 VOD

・手紙の学習 手紙やビジネス文書の書き方を学ぶ。

・面接の学習 面接試験の考え方と答え方を学ぶ。

・小説の読解
小説を読む。短編の小説を読んで、その感想
をまとめる。

難読漢字を読み、自分の知識を広める。難読
漢字の前半を行う。

・漢字の学習
難読漢字を読み、自分の知識を広める。難読
漢字の後半を行う。

・作文の学習
文章の構成を知り、誤りのある文章を添削し
ながら、書くことの楽しさを知る。

・作文の学習
実際に作文を書いてみる。1000字程度の作文
を課す。

・履歴書の学習 履歴書についての考え方と書き方を学ぶ。

【授業計画】2023年度　鍼灸マッサージ科Ⅰ部　総合基礎Ⅰ（実践国語）　

講義内容 行動目標（SBOs）

・漢字の学習



基礎分野　　科学的思考の基礎　人間と生活

1 学年

1 単位 実務経験

授業形態・回数 VOD 8回

　　【授業情報】

授業概要

人体には多くの骨が存在し、そこに靭帯や筋をはじめとした軟部組織が付着し支えることで、
身体を形作っている。軟部組織の張力のバランスによって姿勢が変化し、また筋を収縮させる
ことで能動的に運動することもできる。
本授業では姿勢や動作の評価、および問題があった場合の介入方法としてストレッチングと筋
力トレーニングについて学習する。また、より理解を深めるために、運動器の構造についても
学習する。

授業の一般目標
（GIO）

本授業では、運動器の構造の理解を深めること、姿勢や動作を評価するポイントを理解す
ること、姿勢や動作を改善する手法としてストレッチングと筋力トレーニングの基礎を理
解することを目標とする。

2023年度　　鍼灸マッサージ科Ⅰ部

【分野】　

【科目】　 総合基礎Ⅰ（身体動作の基礎）

　　【基本情報】

配当年次
担当教員

春日井　有輝

単位数 大学非常勤講師

教科書 なし（オンデマンド形式で実施）

参考書
・プロメテウス解剖学アトラス 解剖学総論/運動器系 第3版，坂井 建雄，医学書院
・アスレティックトレーナー専門科目テキスト2～4＆6，日本スポーツ協会
・アスレティックトレーニング学，広瀬統一ら，文光堂

成績評価基準　

授業の理解度
　基本的知識の修得、知識の習熟度と修得した知識の応用
成績評価基準
　毎授業の課題の評価提出を持って、最終成績とする。

成績評価方法

学業成績の評価は、各回のレポートの内容や履修状況等を総合的に勘案して行う。但
し、授業時間数におけるレポート提出回数の割合が別に定める水準に達しない者は、
当該科目について評価を受けることができない。
 
成績評価の基準は次のとおりとし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格とする。
(1) Ａ：100～90点  (2) Ｂ： 89～70点  (3) Ｃ： 69～60点  (4) Ｄ： 60点未満

授業時間外に必要な学修 授業後に復習を行うこと

行動目標

　　【担当教員から】



学期 回数 講義形態

1 VOD

2 VOD

3 VOD

4 VOD

5 VOD

6 VOD

7 VOD

8 VOD

【授業計画】2023年度 鍼灸マッサージ科Ⅰ部　総合基礎Ⅰ（身体動作の基礎）

講義内容 行動目標（SBOs）

姿勢と動作の評価 姿勢と動作の評価の概要と要点を理解する

運動器の構造と機能① 運動器の構造と機能についての理解を深める

運動器の構造と機能② 運動器の構造と機能についての理解を深める

運動器の構造と機能③ 運動器の構造と機能についての理解を深める

姿勢と動作のコントロール：ストレッチング① ストレッチングの概要を理解する

姿勢と動作のコントロール：ストレッチング②
姿勢と動作のコントロールのためのストレッチング
の活用方法について理解し、実践できるようにする

姿勢と動作のコントロール：トレーニング① トレーニングの概要について理解する

姿勢と動作のコントロール：トレーニング②
姿勢と動作のコントロールのためのトレーニングの
活用方法について理解し、実践出来るようにする
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